
平成 30年 10月 3日  

平成 30年度第 2回総合教育会議 

 公共施設マネジメント推進課 

 

公共施設マネジメント意見交換会 実施結果について 

（「公共施設マネジメント事業計画」分） 

 

１ 実 績 

  ５月２６日（土）  豊岡地区     ８０名 

            藤沢地区     ４５名 

  ６月 ２日（土）  金子地区     ２８名 

            東金子地区    ４９名 

  ６月 ９日（土）  宮寺･二本木地区  ６８名 

            西武地区     ５９名  

  ７月 ８日（日）  金子地区(追加分)  ８名 

市全域対象    ９１名  合 計     ４２８名 

  

２ 主な意見 

①公共施設マネジメント全体に関すること 

・公共施設を統廃合し、それぞれの地域に施設がなくなると地域が衰退する不安がある。 

・施設の利用率が下がった理由を分析しなければ統廃合を行ってもニーズに応えられない。 

・サービスの見直しや再整備・再配置については、行政目線だけではなく民間活力活用の

視点を持って取り組んでもらいたい。 

・統廃合や複合化をした後の跡地活用など将来像を提示してもらった方が、地域の将来像

をイメージできて検討しやすい。 

・公共施設の統廃合を進めると施設数が少なくなり、防災面では避難所が少なくなるなど

影響が出てくる。そうした安全面にも十分配慮してもらいたい。 

・公共施設を減らしてしまうと地域の魅力がなくなり人口減少が加速する（意見多数あり）。 

・公共施設マネジメントは待ったなしの取組なのでスピーディにやってほしい。 

②個別施設に関すること 

・小中学校や公民館の統廃合、複合化の時期を施設ごとに示してほしい。 

・地区センターについては、サービス提供を想定した体制を考えてほしい。 

・小中学校は複合化や小中一貫校を整備することで、地域に残してほしい（宮･二、西武）。 

・小中学校の統廃合を行うのであれば、徹底した安全対策と無理のない距離になるように

時間をかけて検討してほしい。併せてスクールバスの検討も必要である。 

・学校の複合化についてはセキュリティの確保が最重要課題である。その不安が解消され

なければ複合化はすべきではない。 

③その他 

・人口減少対策を進めた上で公共施設の統廃合を進めるべきである。 

・それぞれの地域の将来像を示した上で公共施設の再編成を検討しなければ判断できない。 

・財政状況が厳しくなってきた要因を分析してからでないと、公共施設マネジメントはう

まくいかないのではないか。 

・「公共施設マネジメント事業計画」は平成３０年度中に策定するのは拙速すぎるのではな

いか。 

・積極的に、未就学児や小中学生の親からの意見を聞いてほしい。 

・こういった市のまちづくりにつながる計画では、市民が意思決定に関わることが必要で

ある。現状では市民が関わらずに計画決定してしまうのではないか。 

・ＩＴやＡＩ、ロボットなど技術革新や働き方改革で、市役所業務も大きく変わることが

考えられる。そうした観点も持って計画策定を見直してほしい。 



公共施設マネジメント意見交換会 実績と主な市民意見 

（「市役所及び市民会館･中央公民館耐震化」分） 

 

１ 実 績 

  ６月１６日（土）  宮寺･二本木地区  ３４名 

            東金子地区    ３５名 

  ６月２３日（土）  金子地区     ２９名 

            藤沢地区     ３０名 

  ６月３０日（土）  西武地区     ３１名 

            豊岡地区     ４６名   

７月１５日（日）  市全域対象    ６５名  合 計     ２７０名 

  

２ 主な意見 

①市役所の耐震化に関すること 

・人口減少が予測されているのだから、市役所の規模も縮小することを考えてもらいたい。 

・川越市などは規模が同程度なのに耐震化で済ませた。参考にすべきである。 

・学校は耐震補強で済ませたのだから、市役所も耐震補強でいいのではないか。 

・公民館や学校を統廃合するのに、多額の事業費をかけて市役所を建替えることは納得が

いかない。 

・市役所の耐震化については他の自治体と比較しても遅れているので、早急に対応しても

らいたい。 

②市民会館･中央公民館の耐震化に関すること 

・文化都市として考えると千人規模のホールは必要である。 

・市民会館の有効利用に向けては、所沢のミューズなどと役割分担を考えるべきではない

か。 

・市民会館･中央公民館は洪水時の避難所に指定されている。廃止とするならば代替を考え

る必要がある。 

③両施設の耐震化に関すること 

・市役所としてはパターン４の複合化を選択したいという考えが強いように感じる。 

・複合化案だと周辺の交通環境の悪化、駐車場の不足、敷地内の空地不足など課題が多い。 

・当面は安全性確保のための耐震補強を行うことで費用負担を少なくすべきである。 

・市役所は建替え、市民会館は耐震補強を行う案が最も合理的である。 

・Ｉｓ値の低さを考えると早急な耐震化が必要ではないか。 

・今後人口減少が想定されているのだから、今のうちに建替えてしまった方が将来に負担

を残さないことになる。 

・複合化案に賛成だが、障害者の視点を持って具体化を図ってほしい。 

・最優先で考えるべきことは、いかに安く耐震化をするかということである。 

④その他 

・豊島区の庁舎のような民間活力を活用した事例などもある。ぜひそうした手法も検討し

てほしい。 

・様々な意見があるので計画の確定はさらに先に延ばして、市民の意見をよく聞くべきで

ある。 

・市役所と地区センターなどの役割をよく考えて、規模などを検討してほしい。 

・ワークショップで出た意見を参考にして充実した活動ができるような施設としてほしい。 

・これだけ大きな問題なのだから住民投票で決めるべきである。 

・将来的に高齢化が進むことを考えると入間市駅前側留保地に市役所を建てられれば交通

利便性が高くなるのではないか。 

 


